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平成20年度有害化学物質の調査結果について

平 成 2 1 年 ７ 月 2 3 日
秋田市環境基本計画推進本部
化 学 物 質 対 策 検 討 部 会
事務局 環境部環境保全課

電 話 ８６６－２０７５

平成20年度にダイオキシン類等の有害化学物質調査を実施したので公表する。

１ 調査等の内容

(1) ダイオキシン類常時監視調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

・大気（一般環境１地点、発生源周辺１地点）

・公共用水域の水質及び底質（河川３地点、海域１地点）

・地下水質（２地点）

・土壌（一般地域４地点、発生源周辺地域４地点）

(2) ダイオキシン類立入検査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７

・ ダイオキシン類対策特別措置法」第34条の規定に基づく立入検査「

（工場等に設置されている産業廃棄物焼却施設３施設）

・ 廃棄物の処理および清掃に関する法律」第19条の規定に基づく立入検査「

（産業廃棄物処理業の産業廃棄物焼却施設２施設）

(3) ダイオキシン類対策特別措置法第28条の規定に基づく自主測定結果の報告 ・・・ ９

（対象12工場・事業場）

(4) 有害大気汚染物質モニタリング調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14

・ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタンの調査

（一般環境、沿道の２地点）

(5) 食品中の残留物質調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16

・残留動物用医薬品（豚肉５検体、鶏肉２検体、牛肉３検体、養殖魚介類10検体）

・残留農薬（生鮮野菜・果実57検体、冷凍野菜・果実28検体）

２ 調査結果の概要

(1) ダイオキシン類常時監視調査結果について

・大気、公共用水域水質・底質、地下水質、土壌についてはすべて環境基準を達成し

ていた。

(2) ダイオキシン類立入検査結果について

・立入検査した特定施設で基準に適合していた。

(3) ダイオキシン類対策特別措置法第28条に基づく自主測定結果報告について

・自主測定の義務がある13工場・事業場のうち、12工場・事業場から報告があり、す

べての施設で排出基準に適合していた。

(4) 有害大気汚染物質モニタリング調査結果について

・ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタンの４物質

すべてで環境基準を達成していた。

(5) 食品中の残留物質調査

・豚肉、鶏肉、養殖魚介類中から残留動物用医薬品は検出されなかった。また、牛肉

１検体から残留動物用医薬品が検出されたが基準値未満であった。

・生鮮野菜・果実５検体から残留農薬が検出され、うち１検体は基準値を超過してい

たが、他の４検体は基準値未満であった。また、冷凍野菜・果実２検体からも残留農

薬が検出されたが、基準値未満であった。



平成20年度ダイオキシン類常時監視調査結果について
（大気、公共用水域水質・底質、地下水質、土壌）

秋田市環境部環境保全課

電話 ８６６－２０７５

本市では、ダイオキシン類対策特別措置法(平成11年法律第105号)第26条の規定に基づ
き、大気、公共用水域の水質と底質、地下水及び土壌中のダイオキシン類濃度の実態把握
のための調査を実施した。調査結果は以下に示すとおりである。

１ 調 査 時 期
(1) 大気 平成20年６月17日～平成21年１月15日
(2) 公共用水域水質・底質 平成20年９月16日～平成20年９月19日
(3) 地下水質 平成20年９月18日
(4) 土壌 平成20年10月６日～平成20年10月７日

２ 調 査 地 点
(1) 大気

一般環境 １地点
発生源周辺地域 １地点

(2) 公共用水域水質・底質
河 川 ３地点
海 域 １地点

(3) 地下水質 ２地点
(4) 土壌

一般地域 ４地点
発生源周辺地域 ４地点

３ 調査結果の概要
(1) 大気

いずれの地点においても大気の汚染に係る環境基準（0.6pg-TEQ/ｍ以下）を達成3

していた （表２）。
大気中のダイオキシン類は、調査を開始した平成12年度に比べ大幅に低減してい

る （図１）。

(2) 公共用水域水質・底質
河川、海域のすべての地点で水質の環境基準(１pg-TEQ/ℓ )および底質の環境基準

（150pg-TEQ/g）を達成していた （表３，４）。

(3) 地下水質
２地点とも環境基準（１pg-TEQ/ℓ ）を達成していた （表５）。

(4) 土壌
すべての地点で環境基準（1,000pg-TEQ/g）を達成し、さらに土壌にのみ設定され

ている調査指標値（250pg-TEQ/g）を下回っていた （表６）。

注）環境基準適合状況の評価は、土壌を除き年間の平均値を用いて行うこととされている。

２



表１　平成20年度  環境中のダイオキシン類調査結果集計表

 調 査

地点数 最低値 最高値 平均値  環境基準 単　位

一般環境 1 0.0099 0.014 0.012

大　気 0.6 pg-TEQ/ｍ3

発生源周辺 1 0.020 0.031 0.025

河　　川 3 0.069 0.63 0.31
水　質 1 pg-TEQ/ℓ

海　　域 1 - - 0.027

河　　川 3 0.27 8.7 3.1
底　質 150 pg-TEQ/g

海　　域 1 - - 0.39

地下水質 － 2 0.079 0.092 0.086 1 pg-TEQ/ℓ

一般環境 4 0.12 1.3 0.49
土　壌 1,000 pg-TEQ/g

発生源周辺 4 0.070 6.7 2.1

　　注１

　　注２

　     　

　　注３

　　     

　　注４

            
    　　　　

  調　　　査　　　結　　　果
調査対象

 土壌の環境基準について、毒性等量の算出の際の定量下限未満の数値の取り扱いについて
は、定量下限未満の数値を０（ゼロ）にすることとされている。

 土壌については、環境基準が達成されている場合であっても、土壌中のダイオキシン類の
量が250pg-TEQ/g以上の場合には、必要な調査を実施することと定められている。

 大気については年４回調査しており、全測定値の最低値、最高値、平均値を示した。それ
以外の水質、底質、地下水質、土壌については、年１回調査しており、全地点の最低値、
最高値、平均値を示した。

 水質（地下水を含む。）の環境基準について、毒性等量算出の際の定量下限値未満の数値
の扱いについては、定量下限未満検出下限以上の数値はそのままの値を用い、検出下限未
満の数値は検出下限値の１／２の値を用いることとされている。

区　分 備　考
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地点名 所在地 時期 採取日 PCDDs PCDFs Co-PCBs ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類

春期 H20.6.17 0.0021 0.0088 0.0032 0.014

夏期 H20.8.19 0.0025 0.0055 0.0019 0.0099

秋期 H20.10.8 0.0064 0.0053 0.0018 0.013

冬期 H21.1.15 0.0022 0.0077 0.0013 0.011

0.0033 0.007 0.0021 0.012

春期 H20.6.17 0.0044 0.014 0.0089 0.027

夏期 H20.8.19 0.0052 0.019 0.0071 0.031

秋期 H20.10.8 0.011 0.0080 0.0017 0.020

冬期 H21.1.15 0.0031 0.015 0.0029 0.021

0.0059 0.0140 0.0052 0.025

注 PCDD：　ポリ塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシン

PCDF：　ポリ塩化ジベンゾフラン

Co-PCB：　コプラナーポリ塩化ビフェニル

ダイオキシン類：　PCDDs + PCDFs +Co-PCBs

図１
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表２　平成20年度　大気中のダイオキシン類調査結果

調　　査　　地　　点
№

調　　査　　結　　果

(濃度単位：pg-TEQ/ｍ
3
）
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大気中のダイオキシン類濃度の推移
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水　域　名 地　点　名 採 取 日 PCDDs PCDFs Co-PCBs ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類

1 鮎川 鮎川末端 H20.9.16 0.54 0.057 0.028 0.63

2 草生津川下流 面影橋 H20.9.16 0.16 0.049 0.030 0.24

3 安養寺川 仁助橋 H20.9.16 0.055 0.013 0.0015 0.069

4 海域 雄物川河口４ｋｍ H20.9.19 0.017 0.0086 0.0015 0.027

【参考】平成20年度　仁井田浄水場原水および浄水のダイオキシン類検査結果

水源名

1 0.042

2 0.0045

水　域　名 地　点　名 採 取 日 PCDDs PCDFs Co-PCBs ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類

1 鮎川 鮎川末端 H20.9.16 7.0 1.6 0.085 8.7

2 草生津川下流 面影橋 H20.9.16 0.32 0.10 0.035 0.46

3 安養寺川 仁助橋 H20.9.16 0.22 0.041 0.0046 0.27

4 海域 雄物川河口４ｋｍ H20.9.19 0.23 0.13 0.024 0.39

注 PCDD：　ポリ塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシン

PCDF：　ポリ塩化ジベンゾフラン

Co-PCB：　コプラナーポリ塩化ビフェニル

ダイオキシン類：　PCDDs + PCDFs +Co-PCBs

採水地点名

№
調　　査　　地　　点 調　　査　　結　　果

雄物川

表４　平成20年度　公共用水域底質ダイオキシン類調査結果

仁井田浄水場原水

仁井田浄水場浄水

表３　平成20年度　公共用水域水質ダイオキシン類調査結果

調　　査　　地　　点
№

調　　査　　結　　果

( 濃度単位：pg-TEQ/ℓ ）

備　考

環境基準　　150pg-TEQ/g以下

備　　考

(濃度単位：pg-TEQ/g）

H20.9.2

環境基準　　１pg-TEQ/ℓ 以下

採水日

H20.9.2

( 濃度単位：pg-TEQ/ℓ ）

検査結果
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地　点　名 所　在　地 採 取 日 PCDDs PCDFs Co-PCBs ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類

1 楢山 城南新町 H20.9.18 0.040 0.019 0.020 0.079

2 雄和 碇田 H20.9.18 0.062 0.015 0.014 0.092

地　点　名 所　在　地 採 取 日 PCDDs PCDFs Co-PCBs ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類

 1  外旭川小学校  外旭川字梶の目 H20.10.7 0.10 0.050 0.00013 0.15

 2  浜田小学校  浜田字自在山 H20.10.6 0.11 0.0083 0.000054 0.12

 3  城南中学校  楢山城南町 H20.10.7 0.23 0.16 0.00021 0.39

 4  仁井田小学校  仁井田本町 H20.10.7 1.3 0 0.00010 1.3

5  向浜公園  向浜 H20.10.7 3.9 2.3 0.49 6.7

6  太平中学校  太平中関字平形 H20.10.7 0.034 0.10 0.00010 0.14

7  御所野学院高校  御所野地蔵田 H20.10.7 0.064 0.006 0.000071 0.070

8
市場西第三街区公
園

 外旭川字鳥谷場 H20.10.6 0.86 0.61 0.091 1.6

注 PCDD：　ポリ塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシン

PCDF：　ポリ塩化ジベンゾフラン

Co-PCB：　コプラナーポリ塩化ビフェニル

ダイオキシン類：　PCDDs + PCDFs + Co-PCBs

環境基準　　１,000pg-TEQ/g以下

 発生源
周辺

 一般
環境

表６　平成20年度  土壌ダイオキシン類調査結果

№

(濃度単位：pg-TEQ/g）

調　　査　　地　　点 調　　査　　結　　果
備　　考

環境基準　　１pg-TEQ/ℓ 以下

表５　平成20年度  地下水ダイオキシン類調査結果

調　　査　　地　　点
№

調　　査　　結　　果
備　　考

( 濃度単位：pg-TEQ/ℓ ）
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平成20年度ダイオキシン類立入検査結果について

秋田市環境部環境保全課
電話 ８６６－２０７５
秋田市環境部廃棄物対策課
電話 ８６６－２０７６

本市では、「ダイオキシン類対策特別措置法」第34条ならびに「廃棄物の処理

及び清掃に関する法律」第19条の規定に基づき、廃棄物焼却施設等の立入検査を

実施した。

検査結果は以下に示すとおりである。

○立入検査結果等

(1)「ダイオキシン類対策特別措置法」に基づく立入検査

・検査時期 平成20年 12月 24日～平成21年２月16日

・対象事業場 ①第一三共プロファーマ株式会社秋田工場

②日本大昭和板紙株式会社秋田工場

③株式会社イトー鋳造七曲工場

・対象施設および検査結果 表(1)のとおり

(2)「ダイオキシン類対策特別措置法」および「廃棄物の処理及び清掃に関する

法律」に基づく立入検査

・検査時期 平成20年 12月９日～平成20年12月 12日

・対象事業場 ①㈱田村建設ＫＯＮＯ産廃センター

②エス・ユー開発㈱向浜中間処理場

・対象施設および検査結果 表(2)のとおり

７



表（1）ダイオキシン類対策特別措置法に基づく立入検査結果
所　　在　　地 立　　　入 焼　却 排出
事　業　場　名 対象施設 能力等 PCDDs PCDFs Co-PCBs ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 基準等

H20年12月24日 向浜一丁目10-1 ･廃棄物 950kg/時

第一三共プロファーマ株式会社 焼却炉
秋田工場 ・廃ガス 30ｍ

3
/時

洗浄施設
H21年２月16日 向浜二丁目1-1 ･廃棄物

日本大昭和板紙株式会社 焼却炉
Ｈ20年12月25日 秋田工場 ･廃ガス

洗浄施設
･パルプ
漂白施設

H21年1月16日 河辺戸島字七曲台120-20 ･廃棄物
株式会社イトー鋳造七曲工場 焼却炉

H21年1月19日

表（2）ダイオキシン類対策特別措置法及び廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく立入検査結果
所　　在　　地 立　　　入 焼　却 排出
事　業　場　名 対象施設 能力等 PCDDs PCDFs Co-PCBs ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 基準等

H20年12月11日 上北手古野字深田沢41 ･廃棄物 排出ガス （ng-TEQ/m
3
N） 0.59 0.31 0.032 0.93 10

H20年12月12日 ㈱田村建設ＫＯＮＯ産廃センター 焼却炉 焼却灰 （ng-TEQ/g) 0.00024 0.0048 0.000 0.0050 3
ばいじん （ng-TEQ/g) 1.8 0.62 0.059 2.4 3

H20年12月9日 向浜一丁目13-1 ･廃棄物
エス・ユー開発（株）向浜中間処理場 焼却炉

〈PCDD：ﾎﾟﾘ塩化ｼﾞﾍﾞﾝｿﾞｰﾊﾟﾗｼﾞｵｷｼﾝ　PCDF：ﾎﾟﾘ塩化ｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ ｺﾌﾟﾗﾅｰPCB：ｺﾌﾟﾗﾅｰﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類：PCDDs＋PCDFs＋ｺﾌﾟﾗﾅｰPCBs〉

25kg/時

焼却灰 （ng-TEQ/g)

1.5排出ガス （ng-TEQ/m
3
N）

11,600kg/時
（ng-TEQ/m

3
N）

(pg-TEQ/ℓ )

0

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類検査測定媒体
及び毒性等量

排出水 (pg-TEQ/l)

排出水

（ng-TEQ/g)

0.018

排出ガス

10排出ガス （ng-TEQ/m
3
N） 0 0.00016

100.009 0.060 0.087

試料採取年月日
ダイオキシン類検査結果

0 0 0 0

0.000089 0.000074

105,000m3/時

試料採取年月日
ダイオキシン類検査結果

排出ガス （ng-TEQ/m
3
N） 0.56

618kg/時

1.7

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類検査測定媒体

934kg/時 0.95 0.20

3

0.32 0.0099 1.8 10

10

0.016 0.007 0.081

10

100.10
116,000m3/日

焼却灰

0.0026 1

0 0 0.00000066 0.00000066

0.0026 0.0000020
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9

平成20年度ダイオキシン類対策特別措置法第28条に
よる自主測定結果報告について

秋田市環境部環境保全課
電話 ８６６－２０７５

１ 自主測定結果報告の概要

(1) 大気基準適用施設関係（対象11工場・事業所）
排出ガス中のダイオキシン類を測定した14施設(11工場･事業場)すべてで排出基準

に適合していた。
廃棄物焼却炉のうち､焼却灰その他の燃え殻のダイオキシン類を測定した施設は７施

設 ７工場･事業場 ばいじん中のダイオキシン類を測定した施設は７施設(７工場･事（ ）、
業場)で、いずれも処理する場合のダイオキシン類濃度基準を下回っていた。(表１)

① 排出ガス中のダイオキシン類自主測定結果 (単位：ng-TEQ/ｍ N)３

廃棄物焼却炉
施設の種類 その他

２t/時未満 ２t/時～４t/時 ４t/時以上

対象施設数 11 ２ 4 1
自主測定施設数 ８ 1 4 1

0 0.0001
最低～最高値 ～ 0.012 ～ 2.3

2.2 0.12
平均値 0.49 0.012 0.048
排出基準値 10 1 1(新設0.1） 5

３施設は休止中 １施設は休止中備考

② 廃棄物焼却炉の焼却灰等のダイオキシン類自主測定結果（単位：ng-TEQ/g）

施設の種類 焼却灰その他の燃え殻 ばいじん

対象施設数 10 8
自主測定施設数 7 7

0 0
最低～最高値 ～ ～

0.089 1.3
平均値 0.022 0.19
処理基準値 3 3
備考 ３施設休止中 １施設休止中

(2) 水質基準対象施設
、 、水質基準対象施設のうち 排出水中のダイオキシン類を測定したのは７施設であり

その全ての施設で排出基準に適合していた。

① 水質基準対象施設のダイオキシン類自主測定結果 （単位：pg-TEQ/ℓ ）
廃棄物焼却施設の

施設の種類 そ の 他
廃ガス洗浄施設等

対象施設数 7 3
自主測定施設数 5 2
最低～最高値 0.00035～0.021 0.0078～0.012
平均値 0.0083 0.0099
排出基準値 10 10
備考 ２施設休止中 １施設休止中
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２ 参考

市有施設のダイオキシン類測定結果

秋田市環境部総合環境センター
電話 ８３９－４８１６
秋田市環境部向浜事業所
電話 ８６５－１１０７

(1) 環境部総合環境センター
① 廃棄物焼却炉

焼 却 炉 １号炉 ２号炉 ３号炉 排 出
採取年月日 H21.1.29 H21.3.6 H20.10.15 基準値等 備 考

( )内は1,2排出ガス中のダイ 1
号炉の排出オキシン類濃度 0.0045 0.026 0.12 (0.1)
基準値(ng-TEQ/ｍ N）３

ばいじん、ばいじんのダイ
混合処理灰オキシン類濃度 0.91 0.24 1.4 3
の採取年月（ng-TEQ/g）
日は混合処理灰のダイ ※
H20.9.5、Hオキシン類濃度 - - 0.66
20.10.15（ng-TEQ/g）

（ ） 、 （ ， ） 。※３号炉の混合処理灰 ばいじんと焼却灰 は 溶融施設 １ ２号炉 において溶融処理している

② 末端排出水
採水年月日 H20.9.4 排出基準値 備 考

ダイオキシン類濃度
（pg-TEQ/ℓ ） 0.00035 10

③ 周辺地下水
採水箇所 健康ｾﾝﾀｰｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 排水処理施設脇 シート下 環境基準値 備 考
採水年月日 H20.9.4 H20.12.11 H20.9.4

ダイオキシン類濃度
（pg-TEQ/ℓ ） 0.00011 0.0000078 0.17 1

④ 周辺土壌

採取箇所 最終処分場 西端
環境基準値 備 考

採取年月日 H20.9.5
ダイオキシン類濃度
（ng-TEQ/g） 27 1,000

(2) 環境部向浜事業所
① 汚泥焼却炉

焼 却 炉 汚泥焼却炉 排出基準値等 備考
採取年月日 H20.11.14

排出ガス中のダイオキシン類 10
濃度（ng-TEQ/ｍ N） 0.027３

ばいじん中のダイオキシン類
濃度（ng-TEQ/g） 0
焼却灰中のダイオキシン類 3
濃度（ng-TEQ/g） 0

(3) 八橋下水道終末処理場

汚泥焼却炉は平成14年４月から休止。



（表１）　平成20年度ダイオキシン類対策特別措置法第28条による自主測定結果報告

No. 工場・事業場 所在地 特定施設の種類
　特定施設の
規模・　能力

測定年月日 試料種別
基準適合
状況

備考

排ガス 0.012 ng-TEQ/m3N 〇

ばいじん 0 ng-TEQ/g 〇

〇

〇

H20.7.30 排ガス 1.3 ng-TEQ/m3N 〇

H20.7.31 焼却灰 0.062 ng-TEQ/g 〇

H20.7.30 ばいじん 1.3 ng-TEQ/g 〇

廃棄物焼却炉 950kg/時 排ガス 0 ng-TEQ/m3N 〇

廃棄物焼却炉
排ガス洗浄施設 30m3/日 排出水 0.021 pg-TEQ/ℓ 〇

排ガス 0.027 ng-TEQ/m3N 〇

焼却灰 0 ng-TEQ/g 〇

ばいじん 0 ng-TEQ/g 〇

－ 排ガス － ng-TEQ/m3N -

－ 焼却灰 － ng-TEQ/g -

－ ばいじん － ng-TEQ/g -

H20.10.20 排ガス 2.2 ng-TEQ/m3N 〇

焼却灰 0.025 ng-TEQ/g 〇

ばいじん 0.089 ng-TEQ/g 〇

8 （株）阪東商店 向浜一丁目
アルミニウム
合金溶解炉

炉の容量　2.9ｔ H20.4.24 排ガス 2.3 ng-TEQ/m3N 〇

5

6

7

1

2

3

4

廃棄物焼却炉
エス・ユー開発（株）
向浜中間処理場

向浜一丁目 936kg/時
H20.10.21

排出水

（株）高橋解体工業
中間処理センター

向浜一丁目

破産（H20.12.30）

秋田県流域下水道汚泥焼却施設 向浜二丁目 廃棄物焼却炉 2,083kg/時

1,060kg/時廃棄物焼却炉

739kg/時廃棄物焼却炉

測定結果

900,000m3/日

H20.11.14

618kg/時

H20.6.4

H20.6.4 0.012 pg-TEQ/ℓ

H20.9.10

（株）田村建設　KONO産廃センター

秋田県中央流域下水道事務所
秋田臨海処理センター

向浜二丁目 下水道終末処理施設

上北手古野字深田沢 廃棄物焼却炉

秋田市向浜事業所 向浜一丁目

第一三共プロファーマ（株）秋田工場 向浜一丁目

11



No. 工場・事業場 所在地 特定施設の種類
　特定施設の
規模・　能力

測定年月日 試料種別
基準適合
状況

備考

排ガス 0.00010 ng-TEQ/m3N 〇

ばいじん 0.0000013 ng-TEQ/g 〇

パルプ漂白施設 116,000m3/日 排出水 0.0078 pg-TEQ/ℓ 〇
H20.4.1日本大昭和板紙
㈱に合併

H20.12.12 排ガス 0.041 ng-TEQ/m3N 〇

燃え殻 0 ng-TEQ/g 〇

ばいじん 0.032 ng-TEQ/g 〇

排ガス 0.072 ng-TEQ/m3N 〇

焼却灰 0.000042 ng-TEQ/g 〇

H21.1.29 0.0045 ng-TEQ/m3N 〇 １号炉

H21.3.6 0.026 ng-TEQ/m3N 〇 ２号炉

H20.10.15 0.12 ng-TEQ/m3N 〇 ３号炉

60m３

300m３

廃棄物焼却炉 8,333kg/時

H20.11.11

H20.12.22

10

11

12

9
2号廃棄物焼却炉

H20.6.24
11,600kg/時廃棄物焼却炉

廃棄物焼却炉

183kg/時廃棄物焼却炉

灰の貯留施設 pg-TEQ/ℓH20.12.24 排出水

秋田市環境部総合環境センター 河辺豊成字虚空蔵大台滝

測定結果

25kg/時

0.00035

排ガス

〇

（株）イトー鋳造 河辺戸島字七曲台

日本大昭和板紙東北（株） 秋田市向浜二丁目

秋田県中央家畜保健所 寺内蛭根一丁目

12



No. 工場・事業場 所在地 特定施設の種類
　特定施設の
規模・　能力

測定年月日 試料種別
基準適合
状況

備考

排ガス 0.16 ng-TEQ/m3N 〇

158kg/時
焼却灰 0 ng-TEQ/g 〇

ばいじん 0 ng-TEQ/g 〇

175kg/時
排ガス 0.09 ng-TEQ/m3N 〇

流動床

焼却灰 0 ng-TEQ/g 〇

排ガス －

燃え殻 －

排ガス

焼却灰

休止 排出水 －

－
645kg/時

廃棄物焼却炉 H20.12.24

14

15

13

排出水

秋田市八橋下水道終末処理場 八橋本町六丁目

208,930m3/日

廃棄物焼却炉
廃ガス洗浄施設 384m3/日

下水道終末処理施設

廃棄物焼却炉 1,250kg/時

秋田港湾事務所廃棄物処理場 新屋町字砂奴寄 廃棄物焼却炉 休止

測定結果

－

－

－

－

－
－

-

（株）秋田県食肉流通公社 河辺神内字堂坂

13
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平成20年度 有害大気汚染物質モニタリング調査結果について

秋田市環境部環境保全課

電話 ８６６－２０７５

１ 調査時期および調査回数

・平成20年４月～平成21年３月

・年間12回（１回／月）24時間サンプリング／１回

２ 調査地点および調査物質

環境基準が定められているベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、

ジクロロメタンの４物質について、土地の利用状況等を勘案し、表１に示す地点を選定

した。なお、各物質の発生状況に応じて、一般環境（特定の発生源の影響を受けない）、

沿道の２種類に分類した。

表１

物質名 ベンゼン ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ地点名

将軍野局 一般環境 一般環境 一般環境 一般環境（県立聾学校）

茨島局(茨島体育館) 沿 道 固定発生源周辺 固定発生源周辺 固定発生源周辺

３ 調査結果の概要

４物質、全ての地点で環境基準を達成していた。（表２）

ベンゼンはガソリン中に含まれているため、道路渋滞や交通量増加に気象要因が加わ

る冬期間は大気中の濃度が上昇する傾向にあるが、20年度は１年を通し、環境基準値の

超過はなかった。

表２ （単位μg/ｍ ）３

調査物質名 調査地点 環境基準
測定 測 定 値

回数 最 小 最 大 年平均

12 0.318 1.82 0.865将軍野局
ベンゼン ３

12 0.556 2.70 1.35茨島局

12 <0.015 0.092 0.038将軍野局
ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 200

12 0.022 0.151 0.068茨島局

12 0.022 0.066 0.046将軍野局
ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 200

12 0.029 0.080 0.062茨島局

12 0.238 0.610 0.374将軍野局
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 150

12 0.342 0.642 0.490茨島局

※「<0.015」は、定量下限値の0.015μg/ｍ 未満を示す。なお、定量下限値の測定は機器の分析条件
3

を設定する毎に行っている。

参考：ベンゼンの経年変化図（図-1）



表３

(単位：μg/ｍ
３
)

将軍野 0.931 0.318 0.528 0.397 0.512 0.505 0.980 1.04 1.16 1.82 1.29 0.893 1.82 0.318 0.865

茨　島 1.37 0.556 1.03 0.711 1.12 1.21 1.50 1.33 1.54 2.70 1.96 1.19 2.70 0.556 1.35

将軍野 0.041 < 0.017 0.019 0.055 0.029 0.029 0.092 0.023 0.082 0.047 0.025 < 0.015 0.092 < 0.015 0.038

茨　島 0.039 0.022 0.024 0.103 0.031 0.055 0.131 0.056 0.151 0.058 0.035 0.110 0.151 0.022 0.068

将軍野 0.062 0.037 0.036 0.057 0.022 0.044 0.058 0.038 0.066 0.045 0.047 0.042 0.066 0.022 0.046

茨島 0.067 0.059 0.055 0.071 0.029 0.052 0.080 0.060 0.065 0.072 0.070 0.066 0.080 0.029 0.062

将軍野 0.436 0.423 0.336 0.448 0.338 0.400 0.610 0.297 0.356 0.344 0.263 0.238 0.610 0.238 0.374

茨　島 0.484 0.453 0.342 0.486 0.422 0.642 0.583 0.600 0.482 0.486 0.439 0.459 0.642 0.342 0.490

注１）  「<0.017」と「<0.015」は、それぞれの定量下限値の0.017μg/ｍ
3
未満と0.015μg/ｍ

3
未満を示す。なお、定量下限値の測定は機器の分析条件を設定する毎に行っている。

注２）　環境基準適合状況は年平均値で評価する。

注３）　年平均値を算出するにあたり、検出下限値未満の測定値はその１／２のとして計算する。
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平成20年度食品中の残留物質調査結果について

平成21年７月23日

秋田市保健所衛生検査課

食生活は、健康な市民生活の基礎をなす重要なものであり、食品の安全性に対す

る市民の関心もますます高まっている。そこで、本市においては、食品中の残留動

物用医薬品や残留農薬について調査を実施しているので、その結果について報告す

る。

１ 調査時期 平成20年５月～平成21年３月

２ 調査検体、調査項目等

○残留動物用医薬品

豚肉 ５検体（国産２検体）

鶏肉 ２検体（国産１検体）

牛肉 ３検体（国産１検体）

養殖魚介類 10検体（輸入６検体、国産４検体）

○残留農薬

生鮮野菜・果実 57検体（輸入10検体、国産47検体）

冷凍野菜・果実 28検体（輸入20検体、国産８検体）

３ 結果の概要

○残留動物用医薬品

豚肉、鶏肉、牛肉、養殖魚介類中から残留動物用医薬品は検出されませんでした。

○残留農薬

生鮮野菜・果実５検体から残留農薬が検出され、うち１検体は基準値を超過して

いましたが、他４検体は基準値未満でした。また、冷凍野菜・果実２検体からも残

留農薬が検出されましたが、基準値未満でした。


